
2005
緑

の
風
薫る
文化のまち和

木

町

１2
平成17年 

１2月号 

発行／和木町役場 〒740－8501 山口県玖珂郡和木町和木1丁目1番1号 蕁0827－52－2135 蕭0827－52－5313 編集／企画総務課　印刷／今田印刷

ホームページアドレス http：//www.town-waki.jp Eメールアドレス yamaguchi＠town-waki.jp

No.393

トピックス

平成17年第４回和木町議会定例会一般質問…１P ・２P

わき愛あいフェスティバル開催………………３P ・４P

はばたけ紅の鴉たちよ！



1

■
質
問
者
▼
村
上

市
　
議
員

問
▼
Ｊ
Ｒ
和
木
駅
の
建
設
目
標
は
い
つ
頃

か答
▼
平
成
20
年
３
月
を
目
標
と
し
て
い

る
。

問
▼
福
祉
作
業
所
の
建
設
計
画
の
具
体
的

な
説
明
を

答
▼
当
面
室
内
で
お
こ
な
う
ク
ッ
キ
ー
づ

く
り
を
計
画
し
て
い
た
が
、
衛
生
上
の
問

題
が
あ
り
、
こ
れ
の
解
決
に
時
間
が
か
か

る
。
今
後
関
係
者
と
協
議
を
重
ね
実
現
に

向
け
努
力
す
る
。

問
▼
集
会
所
の
未
整
備
地
区
２
地
区
と
は

ど
こ
か

答
▼
瀬
田
１
丁
目
地
区
と
和
木
の
中
開
地

区
を
考
え
て
い
る
。

問
▼
ア
ス
ベ
ス
ト
に
つ
い
て
大
き
な
社
会

問
題
に
な
っ
て
い
る
が
、
町
内
公
共
施
設

に
ア
ス
ベ
ス
ト
が
使
用
さ
れ
て
い
る
か

答
▼
９
施
設
11
箇
所
の
調
査
を
実
施
し
て

い
る
が
、
結
果
に
つ
い
て
は
も
う
少
し
時

間
が
か
か
る
。

町
民
の
方
か
ら
の
相
談
窓
口
も
役
所
の

中
に
設
け
て
い
る
。

問
▼
四
境
の
役
に
関
係
す
る
古
文
書
の
公

開
は
い
つ
頃
実
施
す
る
の
か

答
▼
四
境
の
役
絵
図
と
嘉
屋
文
書
を
11
月

26
日
か
ら
12
月
12
日
ま
で
和
木
美
術
館
に

展
示
す
る
。

平
成
17
年
第
４
回
和
木
町
議
会
定
例
会
一
般
質
問
の
概
要

■
質
問
者
▼
野
村
邦
光
　
議
員

問
▼
人
口
減
少
へ
の
歯
止
め
策
は
ど
ん
な

政
策
を
考
え
て
い
る
か
、
ま
た
団
塊
世
代

を
呼
び
戻
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ

て
は
い
か
が
か

答
▼
現
在
お
こ
な
っ
て
い
る
住
宅
建
設
資

金
利
子
補
給
制
度
・
新
築
住
宅
に
対
す
る

固
定
資
産
税
の
減
免
制
度
を
引
き
続
き
実

施
し
、
蜂
ヶ
峯
団
地
の
早
期
完
売
を
目
指

す
。プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
は
、
団
塊
世

代
に
と
ら
わ
れ
ず
総
合
的
施
策
と
し
て
、

本
町
の
よ
さ
、
特
色
を
ま
と
め
た
新
た
な

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
し
広
く
全
国
に
紹

介
・
発
信
し
人
口
増
加
に
努
め
た
い
。

問
▼
早
期
に
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
を
と
る
た

め
の
全
戸
調
査
が
必
要
と
思
う
が
町
の
現

状
は

答
▼
国
に
お
け
る
対
策
が
示
さ
れ
た
あ
と

町
の
対
応
に
つ
い
て
判
断
し
た
い
。

問
▼
子
ど
も
達
の
物
に
対
す
る
感
謝
の
心

が
希
薄
だ
が
教
育
現
場
で
の
取
り
組
み
は

答
▼
「
豊
か
な
人
間
性
を
育
む
」
こ
と
を

重
要
な
課
題
と
し
て
あ
げ
、
道
徳
教
育
を

核
と
し
て
全
教
育
活
動
を
通
し
て
心
の
教

育
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問
▼
夏
休
み
中
の
ラ
ジ
オ
体
操
は
昔
と
違

っ
て
、
親
が
世
話
を
し
、
期
間
も
短
い
。

過
保
護
か
ら
の
発
想
だ
と
す
れ
ば
再
考
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

答
▼
現
在
ラ
ジ
オ
体
操
は
各
地
区
の
子
ど

も
会
に
お
い
て
運
営
さ
れ
て
お
り
期
間
も

こ
れ
は
、
10
月
６
日
に
行
わ
れ
た
「
平
成
17
年
第
４
回
和
木
町
議
会
定
例
会
」
の
一
般
質
問
の
内
容
を
お
お
ま
か

に
紹
介
す
る
も
の
で
す
。
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ば
ら
ば
ら
で
あ
る
。
生
活
形
態
の
変
化
や

安
全
環
境
の
問
題
か
ら
引
き
続
き
地
区
の

状
況
を
よ
く
把
握
さ
れ
て
い
る
地
域
子
ど

も
会
の
主
体
性
に
委
ね
る
こ
と
が
適
切
と

考
え
る
。

問
▼
瀬
田
・
関
ヶ
浜
の
河
川
プ
ー
ル
を
盆

の
期
間
中
も
開
設
し
た
ら
ど
う
か

答
▼
来
年
度
か
ら
は
、
監
視
員
確
保
等
安

全
管
理
、
利
用
者
等
の
事
業
効
果
等
を
踏

ま
え
開
設
に
向
け
検
討
す
る
。

■
質
問
者
▼
森
脇
明
美
　
議
員

問
▼
介
護
保
険
料
は
今
後
値
上
げ
さ
れ
保

険
料
の
滞
納
も
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。
国
も
政
令
改
正
に
よ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
な
ど
で
保
険
料
を
減
免
で
き
る
方

針
を
固
め
た
が
町
の
取
り
組
み
は

答
▼
介
護
保
健
施
設
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
し
た
場
合
、
翌
年
の
保
険
料
を
減
額
で

き
る
よ
う
に
す
る
旨
新
聞
報
道
が
さ
れ
た

が
、
現
時
点
で
は
具
体
的
内
容
が
わ
か
ら

な
い
の
で
今
後
わ
か
り
次
第
検
討
す
る
。

問
▼
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
町
長
も
就
任
あ
い
さ
つ
で
開
設
す
る
旨

言
わ
れ
て
い
る
が
時
期
、
場
所
等
教
え
て

ほ
し
い

答
▼
保
育
所
の
空
き
教
室
を
利
用
し
て
来

年
度
か
ら
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を

開
設
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
事
業
内
容

は
、
利
用
者
の
希
望
に
沿
っ
た
形
で
開
設

し
た
い
。

問
▼
台
風
14
号
時
の
管
理
体
制
等
災
害
時

の
管
理
体
制
は

答
▼
台
風
14
号
に
対
す
る
管
理
体
制
は
、

台
風
接
近
に
伴
い
町
内
パ
ト
ロ
ー
ル
を
繰

り
返
し
実
施
し
、
９
月
６
日
午
後
３
時
半

に
災
害
対
策
本
部
を
役
場
内
に
設
置
し

た
。
午
後
５
時
15
分
か
ら
は
管
理
職
職
員

全
員
と
防
災
担
当
職
員
が
職
場
で
待
機
し

そ
の
他
の
職
員
は
自
宅
待
機
と
し
非
常
事

態
に
備
え
て
い
た
。
９
月
７
日
午
前
０
時

に
対
策
本
部
を
解
除
し
そ
の
後
は
総
務
課

職
員
で
不
測
の
事
態
に
備
え
た
。

問
▼
町
民
に
安
心
を
与
え
る
た
め
消
防
団

等
に
待
機
、
巡
回
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と

は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
か

答
▼
災
害
の
予
想
に
も
よ
る
が
災
害
が
発

生
し
た
後
に
招
集
が
一
般
的
で
あ
る
。

現
在
、地
域
防
災
計
画
を
作
成
し
て
お

り
今
年
度
中
に
全
面
改
正
を
予
定
し
て
い

る
。

■
質
問
者
▼
横
林
元
二
　
議
員

問
▼
矢
祭
町
で
は
合
併
し
な
い
宣
言
を
し

職
員
や
町
民
に
行
財
政
改
革
へ
の
協
調
を

呼
び
か
け
て
共
感
を
呼
ん
で
い
る
が
、
和

木
町
も
宣
言
を
し
て
は
ど
う
か

答
▼
合
併
を
す
る
、
し
な
い
は
そ
の
自
治

体
の
時
代
時
代
に
お
け
る
要
素
を
勘
案
し

自
主
的
に
判
断
す
べ
き
と
思
い
し
な
い
宣

言
を
す
る
考
え
は
持
っ
て
い
な
い
。

問
▼
郵
政
民
営
化
は
地
方
に
と
っ
て
は
切

実
な
問
題
で
あ
る
が
町
長
と
し
て
民
営
化

反
対
を
表
明
す
る
考
え
は
な
い
か

答
▼
こ
れ
か
ら
始
ま
る
審
議
を
見
守
り
た

い
。
現
時
点
で
反
対
す
る
考
え
は
持
っ
て

い
な
い
。

問
▼
議
員
は
月
額
報
酬
を
貰
っ
て
い
る
の

で
審
議
会
、
行
政
委
員
会
等
に
議
員
が
出

席
し
た
時
の
費
用
弁
償
に
つ
い
て
は
な
く

て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か

答
▼
議
員
報
酬
は
議
会
活
動
と
し
て
の
報

酬
で
あ
り
、
各
種
委
員
と
し
て
活
躍
い
た

だ
い
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
当
然
の
費

用
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問
▼
蜂
ヶ
峯
公
園
の
利
用
者
が
減
少
し
て

来
て
い
る
の
は
値
上
げ
し
た
か
ら
で
あ
り

利
用
料
は
元
に
戻
す
べ
き
で
は
な
い
か

答
▼
料
金
が
高
い
と
い
う
意
見
は
聞
い
て

い
な
い
。
公
園
の
安
定
経
営
の
た
め
利
用

料
を
元
に
も
ど
す
予
定
は
な
い
。

問
▼
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
に
つ
い
て
、
町
と

し
て
ア
ス
ベ
ス
ト
が
使
用
さ
れ
て
い
る
公

共
施
設
を
公
表
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か

答
▼
現
在
調
査
中
で
あ
り
調
査
結
果
が
出

た
後
判
断
し
て
い
く
。

問
▼
水
道
施
設
に
も
使
用
さ
れ
て
い
る
の

で
は

答
▼
岩
国
市
水
道
、
瀬
田
・
関
ヶ
浜
簡
易

水
道
共
に
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。

問
▼
介
護
保
険
制
度
が
改
正
さ
れ
利
用
者

の
負
担
が
大
き
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
が
町
は
助
成
す
る
考
え
は
な
い
か

答
▼
今
回
の
改
正
は
在
宅
介
護
と
施
設
介

護
の
公
平
化
を
基
本
と
す
る
も
の
で
あ
る

の
で
答
え
よ
う
が
な
い
。

問
▼
今
、
大
企
業
は
大
変
多
く
の
利
益
を

上
げ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
町
長
は
国

の
減
税
政
策
を
、
元
に
戻
す
よ
う
に
要
求

し
た
ら
ど
う
か

答
▼
企
業
に
は
活
発
な
企
業
活
動
し
て
い

た
だ
き
雇
用
の
促
進
と
設
備
投
資
を
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
考
え

る
。

問
▼
和
木
駅
建
設
に
あ
た
っ
て
企
業
に
も

一
定
の
負
担
を
要
求
す
べ
き
で
は
な
い
か

答
▼
事
業
の
内
容
を
十
分
伝
え
、
一
定
の

理
解
を
得
て
い
く
。

■
質
問
者
▼
中
村
淳
良
　
議
員

問
▼
少
子
高
齢
化
、
人
口
の
減
少
の
な
か

で
人
口
増
加
策
と
10
年
後
の
人
口
目
標
を

設
定
し
町
づ
く
り
を
進
め
る
べ
き
と
思
う

が答
▼
町
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
目
標
人
口

を
定
め
る
こ
と
は
極
め
て
重
要
で
、
現
在

10
年
後
を
想
定
し
た
第
４
次
総
合
計
画
を

策
定
中
で
人
口
も
示
さ
れ
る
。

問
▼
引
込
線
跡
地
利
用
に
つ
い
て
将
来
の

方
向
は

答
▼
町
民
の
方
の
意
見
等
聞
き
利
用
方
法

等
考
え
財
務
局
と
協
議
し
て
い
く
。

問
▼
引
込
線
に
あ
る
通
路
２
箇
所
に
つ
い

て
頭
上
部
の
撤
去
、
通
路
の
拡
幅
は
で
き

な
い
か

答
▼
現
在
の
と
こ
ろ
考
え
ら
れ
な
い
。

問
▼
国
道
の
歩
道
拡
幅
と
街
灯
の
復
旧
を

答
▼
国
道
の
歩
道
拡
幅
は
計
画
で
は
栄
橋

か
ら
曙
橋
ま
で
の
間
に
つ
い
て
行
う
旨
回

答
を
得
て
い
る
。

街
灯
に
つ
い
て
は
街
路
照
明
協
議
会
で

運
営
さ
れ
て
い
る
が
経
済
情
勢
の
悪
化
に

よ
り
退
会
が
相
次
ぎ
協
議
会
の
維
持
が
困

難
で
あ
る
。

老
朽
化
な
ど
か
ら
故
障
の
も
の
は
順
次

撤
去
し
て
い
く
。

問
▼
和
木
４
丁
目
、
５
丁
目
の
開
発
公
社

所
有
の
住
宅
は
５
年
以
上
空
家
と
な
っ
て

い
る
が
そ
の
経
緯
は

答
▼
教
員
住
宅
と
し
て
教
育
委
員
会
で
管

理
し
て
い
る
が
今
後
は
公
共
事
業
の
代
替

地
と
し
て
活
用
し
て
い
く
。
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わ
き
愛
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

10
月
29
日
、
文
化
会
館
で
「
わ
き
愛
あ

い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
前
夜
祭
」、
30
日
に

は
、
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
メ
イ
ン
会
場

に
「
わ
き
愛
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が

開
催
さ
れ
、
約
１
万
人
の
来
場
者
で
賑
わ

い
ま
し
た
。
前
夜
祭
は
、
予
選
・
本
選
に

分
か
れ
て
行
わ
れ
、
得
意
の
歌
を
披
露
、

会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
（
敬
称
略
）

優
　
勝

岡
田
　
敏
晴（
玖
珂
町
）

準
優
勝

原
田
　
孝
司（
岩
国
市
）

第
３
位

竹
中
　
康
博（
岩
国
市
）

歌
唱
賞

益
田
　
跡
美（
関
ヶ
浜
地
区
）

熱
演
賞

向
井
　
肇
子（
大
竹
市
）

敢
闘
賞

水
田
　
洋
子（
瀬
田
地
区
）

努
力
賞

森
本
　
清
子（
大
竹
市
）

特
別
賞

高
野
　
ヒ
サ
子（
大
竹
市
）

30
日
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
和
木
幼

稚
園
児
に
よ
る
遊
戯
に
続
い
て
、
く
す
玉

（
岩
国
地
区
消
防
組
合
東
出
張
所
製
作
）

が
割
ら
れ
開
幕
し
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
前
に
は
「
和
木
小
学
校

緑
の
少
年
隊
」
に
よ
り
花
の
苗
が
配
布
さ

れ
ま
し
た
。
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
古
木

町
長
を
は
じ
め
、
恵
庭
市
永
田
助
役
、
渡

辺
総
務
課
長
も
餅
ま
き
に
参
加
し
た
ほ

か
、
和
木
紅
鴉
に
よ
る
「
よ
さ
こ
い
」
、

小
・
中
学
校
児
童
生
徒
に
よ
る
吹
奏
楽
演

奏
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
、
西
京
銀
行

に
よ
る
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど
で
ス
テ
ー
ジ

前
は
沢
山
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
、
よ
ち
よ
ち
赤
ち
ゃ

ん
よ
ー
い
ど
ん
、
ち
び
っ
こ
相
撲
、
福
祉

バ
ザ
ー
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
各
種
出

店
が
並
び
ま
し
た
。
ま
た
、
例
年
大
人
気

の
姉
妹
都
市
恵
庭
市
か
ら
送
ら
れ
た
産
直

バ
ザ
ー
で
は
、
新
鮮
な
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
北

海
道
限
定
の
ビ
ー
ル
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、

毛
蟹
な
ど
が
並
べ
ら
れ
、
開
店
と
同
時
に

売
り
切
れ
る
商
品
が
続
出
す
る
大
盛
況
と

な
り
ま
し
た
。

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
締
め
く
く
り
は
、

ラ
ッ
キ
ー
抽
選
会
。
特
等
は
、
ス
チ
ー
ム

オ
ー
ブ
ン
、
１
等
は
Ｈ
Ｄ
Ｄ
＆
Ｄ
Ｖ
Ｄ
レ

コ
ー
ダ
ー
と
超
豪
華
商
品
。
当
選
者
が
発

四境太鼓の演奏 和木紅鴉の「よさこい」
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表
さ
れ
る
た
び
に
大
き
な
歓
声
が
あ
が
り

ま
し
た
。
そ
の
後
、
餅
ま
き
が
行
わ
れ
、

閉
幕
し
ま
し
た
。
今
年
も
、
小
・
中
学
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
が
あ
り
大
変
助
か

り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

献
血
功
労
者
表
彰

平
成
16
年
度
中
に
次
の
献
血
回
数
に
到

達
さ
れ
た
方
々
に
献
血
友
の
会
か
ら
、
感

謝
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

10
回堀

谷
　
智
子
　
（
大
竹
市
）

金
子
　
隆
志
　
（
岩
国
市
）

亀
田
　
和
夫
　
（
岩
国
市
）

川
高
　
裕
次
　
（
岩
国
市
）

兼
本
　
文
　
　
（
瀬
田
地
区
）

松
村
　
智
子
　
（
周
東
町
）

中
島
　
嘉
之
　
（
大
竹
市
）

甲
斐
　
祐
之
　
（
広
島
市
）

金
山
　
正
志
　
（
大
竹
市
）

30
回国

清
　
幸
次
　
（
岩
国
市
）

柳
　
　
雄
二
　
（
岩
国
市
）

大
石
　
孝
　
　
（
関
ヶ
浜
地
区
）

田
中
　
由
美
子
（
瀬
田
地
区
）

村
中
　
克
則
　
（
岩
国
市
）

50
回湊

　
　
實
美
　
（
岩
国
市
）

村
中
　
喜
代
子
（
関
ヶ
浜
地
区
）

70
回横

本
　
卓
二
　
（
和
木
地
区
）

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ
ー
表
彰

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー

ル
で
道
篤
有
希
さ
ん
（
中
学
２
年
）
が
最

優
秀
賞

ち
び
っ
こ
相
撲
大
会
結
果
（
敬
称
略
）

年
中
の
部

優
　
勝
　
　
山
中
　
涼
我

第
２
位
　
　
村
橋
　
翔

第
３
位
　
　
中
村
　
純

年
長
の
部

優
　
勝
　
　
村
上
　
航
平

第
２
位
　
　
正
木
　
美
花

第
３
位
　
　
加
藤
　
高
資

１
年
生
の
部

優
　
勝
　
　
山
本
　
拳
士
朗

第
２
位
　
　
西
前
　
洸
貴

第
３
位
　
　
伊
藤
　
優
人
　

２
年
生
の
部

優
　
勝
　
　
松
尾
　
竜
次
　

第
２
位
　
　
久
森
　
誠
太
郎

第
３
位
　
　
奈
良
　
勇
輝
　

３
年
生
の
部

優
　
勝
　
　
中
尾
　
圭
樹

第
２
位
　
　
八
次
　
悠
介

第
３
位
　
　
谷
本
　
勇
太

４
・
５
年
生
の
部

優
　
勝
　
　
大
枝
　
諒
平

第
２
位
　
　
村
上
　
翔
一

第
３
位
　
　
藤
井
　
陽
大

美術館でのお茶席 毎年大人気の北海道産直バザー

よちよち赤ちやんよーいどん

花の苗を配布

道篤有希さん ちびっこ相撲
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ISOキックオフ大会の様子

ま
ち
の
話
題

Ｉ
Ｓ
Ｏ(

ア
イ
エ
ス
オ
ー)

９
０
０
１
キ
ッ
ク
オ
フ
大
会
開
催

11
月
１
日
、
和
木
町
役
場
に
お
い
て

「
和
木
町
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
認
証
取
得
活

動
キ
ッ
ク
オ
フ
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。こ

れ
か
ら
和
木
町
役
場
は
、
次
の
５
項

目
を
目
的
と
し
て
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
規

格
の
認
証
を
取
得
す
る
た
め
の
活
動
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。

〈
認
証
取
得
の
目
的
〉

●
職
員
に
顧
客
で
あ
る
町
民
を
重
視
す
る

意
識
の
定
着
を
図
る
と
と
も
に
、
継
続
的

改
善
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
町
民
へ
の
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
。

●
職
員
の
全
員
参
加
に
よ
り
職
場
の
活
性

化
を
図
る
と
と
も
に
、
職
員
の
意
識
改
革

を
図
る
。

●
業
務
の
標
準
化
に
よ
り
無
理
と
無
駄
を

な
く
し
、
効
率
的
な
業
務
の
推
進
を
図
る
。

●
単
独
町
制
を
維
持
す
る
和
木
町
が
認
証

を
取
得
す
る
こ
と
に
よ
り
、
町
民
か
ら
の

信
頼
を
得
る
と
と
も
に
、
魅
力
的
で
他
に

誇
れ
る
自
治
体
を
め
ざ
す
。

●
組
織
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
明

確
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
組
織
の
目
標
を

達
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
内
部
環
境
を
創

る
と
と
も
に
、
内
部
監
査
等
で
精
査
し
維

持
改
善
す
る
。

〈
Ｉ
Ｓ
Ｏ
っ
て
、
い
っ
た
い
何
？
〉

Ｉ
Ｓ
Ｏ
と
は
、
「
国
際
標
準
化
機
構

（In
tern

ation
al
O
rg
an
ization

for
Standardization

）」
の
略
称
で
す
。

Ｉ
Ｓ
Ｏ
は
、
１
９
４
７
年
に
創
設
さ
れ

た
国
際
的
な
機
関
で
、
様
々
な
分
野
の
国

際
標
準
化
、
規
格
化
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。一

般
的
に
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
０
フ
ァ

ミ
リ
ー
規
格
（
品
質
）
と
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０

０
０
フ
ァ
ミ
リ
ー
規
格
（
環
境
）
が
よ
く

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
和
木
町
で
は
、
Ｉ
Ｓ

Ｏ
９
０
０
１
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
の
認
証
取
得
を
目
指
し
ま
す
。

ま
ち
の
話
題

農
業
振
興
研
究
会
設
立
総
会
開
催

総会の様子

10
月
24
日
、
文
化
会
館
講
習
室
で
農
業

振
興
研
究
会
の
設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

準
備
委
員
会
発
起
人
で
会
長
の
明
本

二
さ
ん
は
「
本
町
の
特
色
を
生
か
し
た
和

木
町
型
の
農
業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

会
員
み
ん
な
が
会
長
で
役
員
、
力
を
合
わ

せ
て
農
業
の
振
興
を
は
か
り
ま
し
ょ
う
。」

と
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
会
は
、
野
菜
作
り
や
花
の
栽
培
、

小
・
中
学
校
児
童
生
徒
へ
の
農
業
体
験
指

導
な
ど
を
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。
ご

興
味
の
あ
る
方
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

（
蕁
52
―

２
１
３
５
内
線
２
０
４
）
ま
で
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

ま
ち
の
話
題

和
木
町
で
の
派
遣
研
修
を
終
え
て

食推主催の「男性料理教室」に参加

10
月
１
日
か
ら
11
月
30
日
ま
で
の
２
ヶ

月
間
、
姉
妹
都
市
で
あ
る
北
海
道
恵
庭
市

よ
り
、
和
木
町
へ
の
派
遣
職
員
と
し
て
役

場
で
研
修
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
出
前
公
聴
会
や
各
種
行
事
等
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
多
く
の
町
民
の
皆

様
方
と
お
話
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

特
に
「
わ
き
愛
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

に
参
加
で
き
た
こ
と
、
総
合
防
災
訓
練
の

準
備
に
携
わ
れ
た
こ
と
が
印
象
に
残
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
間
、
町
民
の
皆
様
方
に
は

温
か
く
迎
え
て
い
た
だ
き
大
変
お
世
話
に

な
り
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
こ
の
研
修
は
、
私
に
と
っ
て
大
き
な

財
産
と
な
り
ま
し
た
。
恵
庭
に
帰
っ
て
も
、

こ
の
経
験
を
生
か
し
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
皆
さ
ん

ぜ
ひ
恵
庭
に
も
お
越
し
く
だ
さ
い
。
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ま
ち
の
話
題

教
師
の
日
式
典
開
催

ビリーブの合唱

11
月
８
日
「
第
16
回
和
木
町
教
師
の
日
」

が
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
式
典

で
は
教
育
委
員
会
表
彰
、
教
育
長
表
彰
の

後
、「
私
を
変
え
た
大
き
な
出
会
い
」
と

題
し
た
児
童
や
生
徒
、
教
諭
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
役

員
に
よ
る
意
見
発
表
が
あ
り
、
参
加
者
は

真
剣
な
表
情
で
聞
い
て
い
ま
し
た
。
最
後

に
「
ビ
リ
ー
ブ
」
を
全
員
合
唱
し
、
閉
会

し
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
表
彰
者
（
敬
称
略
）

正
木
　
駿
　
　
（
小
学
２
年
）

和
田
　
真
児
　
（
小
学
６
年
）

西
村
　
友
里
　
（
小
学
６
年
）

元
浄
　
教
真
　
（
中
学
１
年
）

教
育
委
員
会
教
育
長
表
彰
者
（
敬
称
略
）

和
田
　
和
也
　
（
小
学
２
年
）

有
吉
　
明
日
香
（
小
学
５
年
）

袖
澗
　
美
帆
　
（
小
学
６
年
）

米
元
　
佐
友
里
（
小
学
６
年
）

岩
崎
　
美
咲
　
（
中
学
１
年
）

松
並
　
裕
美
子
（
中
学
１
年
）

浅
井
　
裕
子
　
（
中
学
３
年
）

ま
ち
の
話
題

出
前
公
聴
会
へ
の
参
加
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

5丁目集会所会場の様子

出
前
公
聴
会
を
10
月
か
ら
11
月
に
か
け

て
、
町
内
13
箇
所
で
開
催
し
延
べ
３
６
６

名
の
町
民
の
皆
さ
ま
に
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。
お
忙
し
い
中
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

公
聴
会
の
中
で
の
た
く
さ
ん
の
ご
意

見
、
ご
要
望
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ

か
ら
の
町
行
政
の
推
進
に
反
映
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
い
ず
れ
か
の
機
会

に
、
そ
の
対
応
状
況
を
お
伝
え
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

次
回
の
出
前
公
聴
会
は
、
２
年
後
の
平

成
19
年
度
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ま
ち
の
話
題

二
科
会
写
真
部
公
募
展
に
入
賞
・
入
選

「なんじゃろ」佐伯茂樹さん

佐
伯
茂
樹
さ
ん
（
和
木
地
区
）、
依
田

一
司
さ
ん
（
瀬
田
地
区
）
が
「
第
42
回
二

科
会
写
真
部
山
口
支
部
公
募
写
真
展
に
入

賞
（
支
部
員
努
力
賞
）
さ
れ
ま
し
た
。
写

真
の
タ
イ
ト
ル
は
「
な
ん
じ
ゃ
ろ
」
で
す
。

ま
た
、
次
の
方
々
が
入
選
さ
れ
ま
し
た
。

豊
田
　
一
夫
さ
ん
（
瀬
田
地
区
）

三
谷
　
隆
憲
さ
ん
（
和
木
地
区
）

三
谷
　
久
笑
さ
ん
（
和
木
地
区
）

入
賞
、
入
選
さ
れ
た
皆
さ
ん
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
ち
の
話
題

ル
ー
ラ
ル
県
境
フ
ェ
ス
タ
開
催

たくさんの方で賑わいました

11
月
12
日
、
13
日
に
岩
国
地
域
を
中
心

に
島
根
・
広
島
の
３
県
の
県
境
地
域
に
て

ル
ー
ラ
ル
・
県
境
・
フ
ェ
ス
タ
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

ル
ー
ラ
ル
・
県
境
・
フ
ェ
ス
タ
は
、
地

域
の
朝
市
等
を
つ
な
い
で
一
斉
開
催
す
る

も
の
で
、
多
彩
で
新
鮮
な
地
域
農
産
物
の

販
売
や
、
伝
統
・
生
活
・
文
化
の
紹
介
等

を
通
じ
て
、
生
産
者
と
消
費
者
の
交
流
を

進
め
る
目
的
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
前
で

は
朝
市
と
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
が
行
わ
れ
、

例
年
の
賑
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
新
鮮
・
安
全
で
安

い
も
の
が
手
に
入
る
の
で
う
れ
し
い
」

「
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
楽
し
み
に
回
っ
て

い
る
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
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ま
ち
の
話
題

和
木
町
芸
能
祭
開
催

ま
ち
の
話
題

文
化
功
労
表
彰

藤川暁子さん宮本健吾さん

11
月
13
日
、
文
化
会
館
で
「
和
木
町
文

化
協
会
文
化
祭
」
表
彰
の
部
で
、
文
化
功

労
賞
に
藤
川
暁
子
さ
ん
（
和
木
地
区
）

が
選
ば
れ
ま
し
た
。
藤
川
さ
ん
は
20
年
以

上
陶
芸
家
と
し
て
活
躍
さ
れ
「
や
き
も
の

公
募
・
全
陶
展
99
」
に
入
選
す
る
な
ど
の

快
挙
を
達
成
。
ま
た
、
文
化
協
会
の
役
員

と
し
て
も
町
の
芸
術
文
化
の
向
上
に
尽
力

さ
れ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

文
化
奨
励
賞
に
は
宮
本
健
吾
さ
ん
（
瀬

田
地
区
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
宮
本
さ
ん

は
、
20
年
以
上
に
渡
り
陶
芸
家
と
し
て
活

躍
さ
れ
、
数
々
の
賞
を
受
賞
。
ま
た
、
講

座
の
指
導
者
と
し
て
町
の
芸
術
文
化
の
向

上
に
尽
力
さ
れ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
も

の
で
す
。
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
町
の
文
化
芸
術
の
振
興
に

ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

11
月
13
日
、
文
化
会
館
で
「
和
木
町
芸

能
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
こ
の
イ
ベ
ン

ト
は
、
各
講
座
で
の
練
習
の
成
果
を
発
表

す
る
機
会
に
な
っ
て
お
り
、
四
境
太
鼓
、

民
踊
、
舞
、
大
正
琴
、
コ
ー
ラ
ス
な
ど
多

彩
な
内
容
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
場
を
訪
れ
た
方
、
出
場
さ
れ
た
方
と

も
に
、
文
化
・
芸
術
の
秋
を
楽
し
み
ま
し

た
。

Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｓ
・
ス
ポ
ー
ツ

第９回和木町親睦
バドミントン大会
日　時蜷12月11日豸　９時～

場　所蜷体育センター

種　目

１） 男子Ａ級複／Ｂ級複／Ｃ級複

２） 女子Ａ級複／Ｂ級複／Ｃ級複

試合方法蜷リーグ戦またはトーナメント戦

参加料蜷一　般／１人1,000円

高校生／１人0,800円

中学生／１人0,500円

※当日徴収します

申込期限蜷12月５日豺必着

申込・問合せ蜷体育センター

（蕁52－2811）

と
　
き
▼
11
月
３
日

と
こ
ろ
▼
蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

結
果
第
３
位
　
ス
ポ
少
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

第
19
回
岩
国
リ
ー
グ
会
長
旗

争
奪
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

11
月
６
日
、
13
日
に
宇
部
市
な
ど
で
開

催
さ
れ
た
、
山
口
県
体
育
大
会
に
玖
珂
郡

代
表
と
し
て
、
体
育
協
会
か
ら
卓
球
部
、

弓
道
部
が
出
場
。
以
下
の
成
績
を
残
し
ま

山

口

県

体

育

大

会

と
　
き
▼
11
月
５
日

と
こ
ろ
▼
蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

結
果
第
３
位
　
ス
ポ
少
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

平
成
17
年
度
岩
国
リ
ー
グ

新
人
戦

と
　
き
▼
11
月
13
日

と
こ
ろ
▼
体
育
セ
ン
タ
ー

結
　
果
▼
第
３
位
　
体
協
女
子
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
部

第
５
回
岩
国
市
家
庭
婦
人

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
会
長
杯
大
会

し
た
。

卓
　
球
　
２
部
男
子
　
第
２
位
　
玖
珂
郡

弓
　
道
　

郡
部
団
体
　
優
　
勝
　
玖
珂
郡
Ａ
チ
ー
ム

竹
本
秀
喜
、
村
本
年
也
、
村
本
頼
彦

郡
部
団
体
　
準
優
勝
　
玖
珂
郡
Ｂ
チ
ー
ム
　

竹
島
佳
宏
、
東
屋
延
夫
、
沖
　
康
紀

個
人
近
的
　
優
勝
　
　
村
本
頼
彦

個
人
遠
的
　
優
勝
　
　
沖
　
康
紀
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社会きょういくコーナー 
社会教育広報通算334号 

“
じ
ぶ

ん”
輝く、生涯学

習

生涯学習のマスコットです。 
かわいがってネ 

みん
なの
笑顔で地域イキイキ！

は
ば
た
け
！

紅
の
鴉
た
ち
よ

あ
い
さ
つ
運
動
啓
発
作
文
最
優
秀
作
品

10
月
16
日
に
行
わ
れ
た
岩
国
祭
り
の

「
岩
国
よ
い
と
こ
カ
ー
ニ
バ
ル
」
に
和
木

紅
鴉
が
出
場
。
昨
年
度
の
「
商
工
会
議
所

会
頭
賞
」
受
賞
に
続
き
、
今
年
度
は
「
岩

国
市
長
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

メ
ン
バ
ー
は
早
速
、
電
話
で
「
恵
庭
紅

鴉
」
の
メ
ン
バ
ー
に
受
賞
を
報
告
。
喜
び

を
分
か
ち
合
い
ま
し
た
。

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
大
勢
の
方
を
前

に
新
曲
を
初
披
露
。
昨
年
メ
ン
バ
ー
の
一

部
が
恵
庭
市
を
訪
れ
た
際
に
直
接
お
会
い

し
た
恵
庭
市
の
永
田
助
役
を
前
に
、
み
ん

な
は
奮
起
。
大
き
な
拍
手
を
浴
び
て
い
ま

し
た
。

代
表
を
務
め
る
太
田
さ
ん
は
、「
恵
庭

か
ら
の
お
客
様
の
前
で
新
曲
を
披
露
で
き

て
う
れ
し
い
。
こ
れ
か
ら
も
、
踊
り
を
通

じ
て
ふ
る
さ
と
和
木
の
た
め
、
恵
庭
市
と

の
交
流
の
一
助
と
な
る
た
め
に
、
が
ん
ば

っ
て
い
き
た
い
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

「
み
ん
な
が
自
分
か
ら
あ
い
さ
つ
を
す

る
日
ま
で
」
田
渕
早
紀
さ
ん
（
中
一
）

あ
い
さ
つ
は
、
と
て
も
嬉
し
い
も
の
で

す
。自

分
が
あ
い
さ
つ
を
し
て
、
ま
た
相
手

が
あ
い
さ
つ
し
て
く
れ
る
と
、
そ
れ
だ
け

で
、
す
が
す
が
し
い
気
分
に
な
り
ま
す
。

で
も
、
反
対
に
あ
い
さ
つ
を
し
て
も
返

事
が
も
ど
っ
て
こ
な
か
っ
た
り
す
る
と
、

な
ん
だ
か
「
い
や
な
人
だ
な
。」
な
ど
と

思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

一
番
い
や
な
の
は
、
お
互
い
が
何
も
言

わ
ず
に
見
向
き
も
し
な
い
こ
と
で
す
。

あ
い
さ
つ
も
な
く
何
も
言
わ
な
い
と
い

う
の
は
、
悪
い
感
じ
を
あ
た
え
ま
す
。

私
は
、
小
学
生
の
時
に
よ
く
「
あ
い
さ

つ
競
争
」
を
し
て
い
ま
し
た
。

ル
ー
ル
は
、
あ
い
さ
つ
を
し
て
相
手
も

し
て
く
れ
た
数
が
多
い
人
が
勝
ち
で
す
。

会
う
人
に
あ
い
さ
つ
を
し
て
も
、
み
ん

な
が
あ
い
さ
つ
を
し
て
く
れ
る
わ
け
じ
ゃ

あ
り
ま
せ
ん
。
無
視
を
す
る
人
も
い
れ
ば
、

頭
ま
で
さ
げ
て
、
て
い
ね
い
に
返
事
を
し

て
く
れ
る
人
も
い
ま
す
。

そ
れ
に
、
あ
い
さ
つ
に
も
い
ろ
い
ろ
な

し
か
た
が
あ
り
ま
す
。

大
き
な
声
で
す
る
人
、
頭
を
さ
げ
て
く

れ
る
人
、
い
つ
も
笑
い
な
が
ら
し
て
く
れ

る
人
、
こ
の
他
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

あ
い
さ
つ
と
一
緒
に
「
今
日
も
頑
張
っ

て
ね
！
」
な
ど
と
言
っ
て
く
れ
る
人
も
い

ま
し
た
。

そ
う
い
う
と
き
は
、
し
て
よ
か
っ
た
な
。

私
も
大
き
な
声
で
元
気
よ
く
し
よ
う
、
と

思
い
ま
す
。

今
思
う
と
あ
い
さ
つ
は
し
な
く
ち
ゃ
い

け
な
い
も
の
で
は
な
く
て
、
自
分
が
し
よ

う
と
思
う
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

は
じ
め
は
、
は
ず
か
し
い
。
返
事
が
も

ど
っ
て
こ
な
か
っ
た
ら
い
や
だ
。
な
ど
と

思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

で
も
、
本
当
に
あ
い
さ
つ
を
し
た
と
き

は
、
す
が
す
が
し
く
気
持
ち
の
い
い
も
の

だ
と
思
い
ま
す
。
あ
い
さ
つ
を
し
な
い
と

い
う
の
は
、
気
持
ち
ま
で
暗
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

す
こ
し
、
勇
気
を
だ
し
て
、
大
き
な
声

で
元
気
に
あ
い
さ
つ
を
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。相

手
か
ら
の
印
象
、
自
分
の
気
持
ち
、

す
べ
て
が
か
わ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
私
が
競
争
を
し
て
い
る
と
き

に
、
返
事
も
か
え
さ
な
い
大
人
み
た
い
に

は
な
っ
て
ほ
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

せ
め
て
、
自
分
か
ら
あ
い
さ
つ
が
で
き

な
い
人
は
返
事
だ
け
で
も
大
き
な
声
で
し

て
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
が
、
大
き
な
声
で
あ
い
さ
つ
が

出
来
る
の
を
私
は
願
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
私
は
大
き
な
声

で
元
気
よ
く
あ
い
さ
つ
を
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
大
人
に
な
っ
て
も
ず

っ
と
。

恵庭市永田助役、渡辺総務課長といっしょに
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あな
たの
読み
たい
本・
聴きた

いCDがきっと見つかります。お気軽にお越しください。図
書館
行事
案内＆新着CD・図書

 
新着ＣＤ：☆　印 
新着図書：『   　』 

＜CD＞
☆ファースト・アルバム一歩/北山たけし
☆香田晋　全曲集
☆転生/中島みゆき
☆アメイジンググレイス/本田美奈子
☆５ＭＣ & １ＤＪ/ｎｏｂｏｄｙｋｎｏｗｓ＋

＜一般書＞
『クリスマス・ストーリーズ』 奥田英朗著
『おやすみ、こわい夢を見ないように』

角田光代著
『金春屋ゴメス』 西條奈加著　
『おらんくの池』 山本一力著
『彰義隊』 吉村昭著

＜児童書・絵本＞
『ありがとう　へんてこライオン』

長新太作・絵
『だれも知らないサンタの秘密』

アラン・スノウ作・絵　三辺律子訳
『チリとチリリ　まちのはなし』

どいかや作・絵
『キウイじいさん』 渡辺茂男文　長新太絵
『まちがえやすい敬語 子どものための敬語の本３』

ながたみかこ著

☆＃１
,
s/デスティニーズ・チャイルド

☆Ｈ album-Ｈ・Ａ・Ｎ・Ｄ-/Kinki Kids
☆Best Selection 2000 to 2005/GARNET CROW
☆From To/平原綾香
☆クリスマス・タイム

『円満退社』 江上剛著　
『螺鈿の小箱』 篠田真由美著
『グッドバイ　叔父殺人事件』 折原一著
『マオー誰も知らなかった毛沢東　上・下』

ユン・チアン、ジョン・ハリディ著
土屋京子訳　

『ぼくのともだち』 エマニュエル・ボーヴ著　
渋谷豊訳

『ふろしき大研究　くらしの知恵と和の文化』
宮井株式会社監修

『はじめてのリースと花飾り』 井越和子著
『定番おせちとお祝い料理』 世界文化社
『ファーガス・クレイトンと空飛ぶ鉄の馬』

ポール・スチュワート作
クリス・リデル絵　唐沢則幸訳

『プトレマイオスの門』
ジョナサン・ストラウド文　金原瑞人訳

今月の休館日 5日（月）・12日（月）・19日（月）・23日（祝）・26日（月）・29日～31日（年末）・28日は17時閉館

図書館ホームページアドレス http://www.waki-toshokan.jp/

図書館からのお知らせ
絵本の読みきかせ
日　時蜷12月17日貍

10時30分～
おはなし会サークル
「ゆびとま」

対象者蜷幼児　　　
15時～おはなし会「ぴのきお」

対象者蜷幼児・小学生対象
場　所蜷図書館えほんの

コーナー
問合せ蜷図書館（蕁54―0222）

クリスマス！おはなしかいスペシャル

日　時蜷12月21日貉　午後3時から　 場　所蜷コミセン視聴覚室

お話会蜷「にじいろのたね」によるパネルシアター・ストーリテリング・

絵本の読み聞かせなど　　定　員蜷40名

読書感想画コンクール作品募集

対象者蜷幼児（３歳以上）・小学生

応募条件蜷和木町立図書館から借りた本を読んでの感想画であること。四

つ切画用紙に、クレヨン・水彩絵の具等で描いたもの｡

応募期間蜷12月15日貅～平成18年１月31日貂まで。

その他蜷優秀な作品には、賞を授与します｡２月26日豸の図書館まつりで展

示します。

主　催蜷和木町教育委員会　応募・問合せ蜷和木町立図書館（蕁54―0222）
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バンドミーティング
日　時蜷12月17日貍

開　場蜷17時

開　演蜷17時30分

終　演蜷20時30分予定

会　場蜷文化会館

入場料蜷無料

特賞DVDプレーヤーが当たります。

各出演バンドからも抽選でプレゼントあり

抽選券は入場整理券の半券を18時30分までに受付に

投函してください。（お１人様１枚限り）

入場整理券は文化会館、コミュニティセンター、ふち

だ楽器においてあります。

出演バンド蜷

ハングオーバーズ、ドット、hapor、

BAND ON THE RUN、

マウンテンマウス、Jackpot、

竹小バンド、DOUG、

BLUES WORKSHOP

イ

ベ

ン

ト

情

報

嘉
屋
文
書
と
四
境
の
役
絵
図

展
示
期
間
▼
12
月
12
日
豺
ま
で

（
現
在
開
催
中
）

展
示
時
間
▼
10
時
〜
16
時
30
分

入
場
料
▼
無
料

展
示
内
容
▼
和
木
町
指
定
の
有
形
文
化
財

で
、
江
戸
時
代
、
和
木
村
の
庄
屋
を
つ
と

め
た
嘉
屋
家
に
保
存
さ
れ
て
い
た
貴
重
な

村
方
の
資
料
で
あ
る
「
嘉
屋
文
書
」
と
、

江
戸
時
代
末
期
に
長
州
藩
が
戦
っ
た
四
境

の
役
の
様
子
を
描
い
た
絵
図
を
展
示
。

和
木
美
術
館
（
ア
ー
ト
ウ
ィ
ン
グ
）
情
報

バ
ー
ド
カ
ー
ビ
ン
グ
展

展
示
期
間
▼
12
月
17
日
貍
〜
12
月
22
日
貅

展
示
時
間
▼
10
時
〜
16
時

※
た
だ
し
12
月
23
日
貊
10
時
〜
12
時

入
場
料
▼
無
料

展
示
内
容
▼
一
つ
の
木
片
か
ら
鳥
の
形
を

彫
り
だ
し
、
彩
色
を
施
し
て
本
物
そ
っ
く

り
に
仕
上
げ
た
鳥
の
模
型
（
バ
ー
ド
カ
ー

ビ
ン
グ
）
を
展
示
。

問
合
せ
▼
教
育
委
員
会
事
務
局

（
蕁
53
―

３
１
２
３
）
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【実施方法】

【対象者】

乳がん検診は、新しい方式では40歳以上の女性が２年に１回受けることになります。そのため、

４月１日現在で偶数年齢の女性が受けることができます。（２月上旬に受付ける申込み書にも、

奇数年齢の女性は40歳以上でも対象外の＊＊＊＊マークがついて申込むことはできないので、ご

了承ください。）

【受け方】

乳がん検診は、視触診とマンモグラフィーを同時に実施できる岩国市内医療機関での個別検診

です｡対象者で申込みをした方には、受診券を届けます。受診するときは必ず受診券を持参して

ください。受診券の有効期限は19年３月31日まで。さらに詳しい検査が必要な場合、その日に検

査をすることもあるため、保険証を持参してください。

実施医療機関

岩国中央病院　錦病院

岩国病院　医師会病院

岩国みなみ病院

はるなウィメンズ

実施期間

平成18年５月～　　

平成19年３月31日　　

自己負担

2,100円

（70歳以上、生活保護、

町民税非課税世帯は

免除）

もっていくもの

受診券

（申込者の氏名が印

刷されています）

18年度から乳がん検診が変わります

医療機関（個別）で
視触診と

マンモグラフィー

保健相談センター

（集団）で
超音波検査

高齢者インフルエンザ
予防接種のお知らせ

町内の満65歳以上の方を対象に、インフルエンザ予

防接種を実施します。

実施期間蜷12月28日貉まで

実施医療機関蜷木村医院・中村クリニック

※町外の医療機関にて接種を希望される場合は､事前

に保健相談センターにお問い合わせください。

対象者蜷町内に住民票がある満65歳以上の希望者

※60歳以上65歳未満の方でも､心臓､腎臓または呼吸器

の機能障害で身体障害者手帳１級程度の障害のある人､

またはヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に日常

生活が不可能な程度の障害のある人は接種できます。

自己負担額蜷1,050円（但し、生活保護受給者は無料）

問合せ蜷保健相談センター（蕁52―7290）

町内の受動喫煙を予防！
和木町健康づくり推進協議会（会長：木村医院

木村直躬院長）では、多数の人が利用する場所での

たばこによる健康被害を防ぐため、禁煙の表示を作

成し町内の施設に貼

っていただいていま

す。喫煙される方は、

ご協力をお願いしま

す。

また禁煙を試みよ

うと思う方は、保健

相談センターご相談

ください。

保
健
師
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
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保セ・・・保健相談センター

健康カレンダー （12月16日～1月15日）
月 日（曜）

12月21日貉

12月22日貅

1月12日貅

行　　　　事

1歳6ヶ月児健診

3歳児健診

プレイルーム

両親教室

プレイルーム

受付時間

12：50～13：00

10：00～15：00

09：30～13：00

10：00～15：00

保　　セ

場　　所対　　　　　　　　象

平成16年5月～6月生まれ

平成14年11月～12月生まれ

乳幼児とその保護者の方

妊婦とその家族

乳幼児とその保護者の方

健診の申込みは、1月中旬に各世帯に配布する申込書で受付けます。1月中に申込書が届かない場合は、保健相
談センターまでお問合せください。申込み窓口は保健相談センターのみです。電話での申込みも可能です。（確
認事項がありますので、申込書を見ながらおかけください。）締切り（平成18年２月15日貉）を過ぎると、申し
込みは受付けられませんのでご了承ください。

平成18年度　和木町の総合健診
乳がん検診以外は、これまでどおり保健相談センターを会場とする総合健診方式です。生活機能低下予防を目

的として、女性の骨粗鬆症検診（５歳ごとの節目年齢）が新しく始まります。肝炎ウイルス検診は18年度で、5
ヵ年の肝炎緊急対策期間が終了します。（表中の太字は新規または変更部分）

婦人科

子 宮 が ん 検 診

対象者

20歳以上偶数年齢の女性

総合

基 本 健 診

肝炎ウイルス検診

肺 が ん 検 診

肺 結 核 検 診

胃 が ん 検 診

大 腸 が ん 検 診

前 立 腺 が ん 検 診

骨 粗 鬆 症 検 診

対象者

40歳以上

65歳以上

40.45.50.55.60.65.70歳

40歳以上

65歳以上

40歳以上

40歳以上

50歳以上偶数年齢の男性

40.45.50.55.60.65.70歳の女性

検査内容

子宮頸部細胞診

検査内容

計測･検尿･血圧・血液

診察･心電図・眼底

生活機能低下評価を追加

血液検査

胸部レントゲン検査

喀痰細胞診

胸部レントゲン検査

胃部レントゲン検査

便潜血反応検査

血液検査

骨量測定

自己負担金

700円

自己負担金

1,000円

700円

（喀痰）700円

無　料

1,000円

500円

1,000円

500円

ベジタブルチャウダー
材料6人分
玉ねぎ 150ｇ
ベーコン 30ｇ
ミックスベジタブル
（冷） 150ｇ
バター 10ｇ

小麦粉 大さじ４
スキムミルク １カップ
ぬるま湯 １カップ
水 700㏄
コンソメ ２コ

塩 小さじ１／６
こしょう 少々
パセリ 少々｛

食推さんのおすすめメニュー

スキムミルクをたくさん使ったカルシウムアップの料理です。寒い日には、
このスープで、心も体もホッカホッカになりますよ。（食推１班　山田　恵子）

作り方
① 下準備
玉ねぎ……さいの目切りにする。
ベーコン……１ｃｍ幅に切っておく。
ミックスベジタブル……さっと茹でておく。
スキムミルク……ぬるま湯で溶いておく。
パセリ………みじん切りにする。
②鍋で炒め、煮る
鍋にバターを熱する。たまねぎを加えて、色が
つかない程度に炒め、さらにベーコンを加えて炒める。
火を止め、小麦粉をふり入れよく混ぜる。溶いたスキムミルクと水
を溶いた固形スープの素を加えて、
再び火にかける。沸いてきたら、ミ
ックスベジタブルを加えて、塩、こ
しょうで調味し、パセリをあしらう。 バター 

ベーコン 
小麦粉 玉葱 スキムミルク 

コンソメ 



13

年末年始旅券の窓口
（申請受理・交付）について
年　末蜷12月28日貉で終了

年　始蜷平成18年１月４日貉から開始

旅券取扱窓口交付日一覧

問合せ蜷国際課旅券センター（蕁083―933―2352）

町営山の手団地第２棟
入居者募集

場　所蜷和木２丁目２－２山の手第２棟

構　造蜷鉄筋コンクリート造３階建

募集戸数蜷１戸（３ＤＫ）

当初入居者家賃蜷27,500円～45,600円

（所得により決定）

共益費蜷約2,000円

駐車スペース蜷各戸１台

申込資格（全ての条件を満たす方）

１．現に自ら居住するために住宅を必要とする方

（住宅に困窮している方）

２．現に同居し、または同居しようとする親族の

ある方

３．入居しようとする家族全員の収入の合計が収入基

準の範囲内にある方

（例）給与所得者1名で扶養家族が３名の場合、

3,540,000円以内であれば収入基準範囲です

４．原則として、町内に居住する連帯保証人（２名）

のある方

５．現在、公営住宅（県営、市町村営住宅）に居住し

ていない方

６．地方税等の滞納がないこと

入居可能日（予定）平成18年１月５日貅
申込期間蜷12月13日貂まで※期間厳守　　　　　　　　

申込に必要な書類等蜷申込書、所得証明書、住民票等　

入居者決定方法蜷入居資格を有する申込者の中から公　

開抽選により入居者を決定する。

申込み・問合せ蜷都市建設課（蕁52―2135 内線412）

山口県の最低賃金について
山口県の最低賃金　642円／１時間　

平成16年10月１日～

※山口県の最低賃金は平成14年度から時間額表示のみ

になりました。

産業別最低賃金

従業員を雇用される方は違反とならないように確認

してください。

問合せ蜷厚生労働省労働局賃金室（蕁083―995―0372）

岩国労働基準監督署（蕁24―1133）

寝たきり者等介護見舞金を
支給しています

町内に1年以上居住し、身体上または、精神上の

著しい障害のため、介護保険法に定める要介護状態

区分が４または５の方等を在宅で常時介護をしてい

る方に対し、見舞金を支給しています。

基準日蜷10月１日

支給月蜷12月

年　額蜷10万５千円

(入院または、入所生活介護等のサービス

利用者については減額)

問合せ蜷保健福祉課

（蕁52―2135 内線208）

取扱窓口
申請日 交付日

申請受付

県庁内旅行
センター

旅
券

セ
ン
タ
ー

宇
部

会
場

申
請
し
た

パ
ス
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー

県
庁
内

旅
券
セ
ン
タ
ー

岩国パスポート
センター

周南パスポート
センター

下関パスポート
センター

萩パスポート
センター

交付

12月20日貂
までに申請

12月28日貉までに
交付

平成18年1月4日貉
以降に交付

平成18年1月11日貉

12月28日貉までに
交付

平成18年1月4日貉
までに交付

12月28日貉までに
交付

平成18年1月4日貉
以降に交付

12月21日貉
以降に申請

12月27日貂
までに申請

12月16日貊
までに申請

12月19日豺
以降に申請

12月19日豺
までに申請

12月20日貂
以降に申請

７５８円

６９６円

７３８円

６９５円

鉄鋼機械などの製造業

電気機械部品など製造業

輸送機械具製造業

百貨店、スーパーなど
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総
務
省
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
委

員
が
、
行
政
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
、
要

望
を
広
く
住
民
の
方
か
ら
お
聞
き
す
る

「
行
政
相
談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
　
時
▼
12
月
15
日
貅
10
時
〜
12
時

場
　
所
▼
町
民
相
談
室（

蕁
52
―

１
６
１
６
）

普
段
お
困
り
の
こ
と
や
、
悩
ん
で
お
ら

れ
る
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
社
会

福
祉
協
議
会
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
▼
社
会
福
祉
協
議
会

（
蕁
５２
―

８
６
４
４
）

●
精
神
保
健
相
談

心
の
健
康
・
痴
呆
相
談

毎
月
第
２
金
曜
日
１３
時
３０
分
〜
１５
時
３０
分

相
談
員
▼
専
門
医
師

●
巡
回
相
談

毎
月
第
１
木
曜
日
１０
時
〜
１６
時

相
談
員
▼
専
門
医
師

●
ス
ト
レ
ス
相
談

毎
月
第
１
・
３
火
曜
日

相
談
員
▼
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

場
　
所
▼
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
内

各
地

問
合
せ
▼
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
蕁
29
―

1
5
2
5
）

行

政

相

談

精

神

保

健

相

談

採
用
種
目
▼
２
等
陸
・
海
・
空
士

応
募
資
格
▼
18
歳
〜
26
歳
の
男
子

受
付
期
間
▼
12
月
１
日
貅
〜

平
成
18
年
１
月
13
日
貊

試
験
日
▼
平
成
18
年
１
月
18
日
貉
お
よ
び
　

19
日
貅
の
い
ず
れ
か
指
定
す
る
１
日

入
隊
予
定
▼
３
月
下
旬
〜
４
月
上
旬

問
合
せ
▼
自
衛
隊
山
口
地
方
連
絡
部
岩
国

募
集
事
務
所
（
蕁
23
―

１
５
８
０
）

勤
務
内
容
▼
乳
児
の
保
育
（
和
木
保
育
所
）

勤
務
時
間
▼
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

賃
　
金
▼
日
額
６
、
６
０
０
円

資
　
格
▼
看
護
師
、
ま
た
は
保
健
師
の
資

格
を
有
す
る
健
康
な
方

応
募
方
法
▼
12
月
28
日
貉
ま
で
に
、
履
歴

書
、
看
護
師
ま
た
は
保
健
師
の
資
格
証
明

書
の
写
し
を
保
健
福
祉
課
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課

（
蕁
52
―

２
１
３
５
内
線
２
１
０
）

心

配

ご

と

相

談

登
録
看
護
師
・

保
健
師
の
募
集

陸
・
海
・
空
自
衛
官
募
集

各
　
種
　
相
　
談

工
業
統
計
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

大
学
・
短
大
な
ど
へ
の
進
学
資
金
に

平
成
17
年
工
業
統
計
調
査
が
、
12
月
31

日
を
調
査
基
準
日
と
し
て
全
国
一
斉
に
行

わ
れ
ま
す
。

工
業
統
計
調
査
は
、
製
造
業
を
営
む
全

て
の
事
業
所
を
対
象
と
し
て
、
そ
の
実
態

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の

行
政
施
策
の
重
要
な
基
礎
資
料
と
し
て
使

わ
れ
る
ほ
か
、
企
業
や
大
学
な
ど
で
の
研

究
資
料
、
小
・
中
・
高
等
学
校
の
教
材
な

ど
、
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

調
査
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
本
年
12

月
か
ら
来
年
１
月
に
か
け
て
、
調
査
員
が

各
事
業
所
に
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
調
査

へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
い

た
内
容
に
つ
い
て
は
、
統
計
法
に
基
づ
き

秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ
▼
県
商
工
労
働
部
統
計
班

（
蕁
０
８
３
―

９
３
３
―

２
６
５
４
）

県
・
市
町
村
中
小
企
業
勤
労
者

小
口
資
金
貸
付
制
度

次
の
方
を
対
象
に
、
大
学
、
短
大
大
学

等
へ
の
進
学
資
金
を
貸
し
付
け
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

貸
付
対
象
者
▼
中
小
企
業
勤
労
者
で
県
内

に
１
年
以
上
居
住
し
、
同
一
事
業
所
に
１

年
以
上
勤
務
し
て
い
る
方

貸
付
限
度
額
▼
３
０
０
万
円

償
還
期
間
▼
10
年
以
内
（
う
ち
在
学
期
間

中
で
４
年
以
上
の
据
置
可
）

貸
付
利
率
▼
年
2.5
％
（
別
に
保
証
料
が
必
要
）

※
高
等
学
校
等
の
教
育
資
金
に
つ
い
て

は
、
限
度
額
70
万
円
、
償
還
期
間
３
年

以
内
（
据
置
な
し
）

申
込
先
▼
中
国
労
働
金
庫

（
貸
付
に
あ
た
っ
て
は
、
中
国
労
働
金
庫

の
審
査
が
あ
り
ま
す
。）

問
合
せ
▼
山
口
県
労
政
課

（
蕁
０
８
３
―

９
３
３
―

３
２
１
５
）

和
木
町
生
活
改
善

実
行
グ
ル
ー
プ
朝
市

日
　
時
▼
12
月
14
日
貉
　
９
時
〜

場
　
所
▼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
前

内
　
容
▼
新
鮮
な
野
菜
の
販
売
で
す
。

皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
の
で
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

（
蕁
52
―

２
１
３
５
内
線
２
０
５
）

寄
付
・
寄
贈

次
の
方
々
よ
り
社
会
福
祉
協
議
会
へ

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

●
香
典
返
し

小
田
　
啓
介
さ
ん
　
（
瀬
田
地
区
）

小
田
　
晴
一
さ
ん
　
（
大
竹
市
）

土
井
　
千
恵
子
さ
ん
（
横
浜
市
）

パ
ー
ト
労
働
１
日
相
談
室

日
　
時
▼
12
月
６
日
貂

電
話
相
談：

８
時
30
分
〜
19
時

面
接
相
談：

８
時
30
分
〜
17
時

相
談
専
用
電
話
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

薔
０
１
２
０
―

０
１
２
―

２
６
７

内
　
容
▼
パ
ー
ト
労
働
者
、
事
業
主
か

ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。

会
　
場
▼
山
口
地
方
合
同
庁
舎
１
号
館

１
階
共
用
室
（
山
口
市
中
河
原
６
―

16
）

問
合
せ
▼
山
口
労
働
局
雇
用
均
等
室

（
蕁
０
８
３
―

９
９
５
―

０
３
９
０
）
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（
11
月
19
日
句
会
）

大
橋
を
渡
り
て
島
の
蜜
柑
買
ふ

陣
場
　
直
雄

旅
に
出
て
亡
き
友
偲
ぶ
冬
銀
河

陣
場
　
孝
子

人
麿
の
継
母
の
像
へ
笹
子
鳴
く

浜
田
千
代
美

背
を
正
す
野
点
て
の
席
や
初
紅
葉

越
智
　
幸
子

虚
子
の
句
碑
濡
ら
し
て
過
ぐ
る
時
間
か
な

浦
　
　
盈
子

髪
結
ひ
て
は
に
か
む
姉
妹
七
五
三

小
川
　
誉
子

高
干
穂
の
裾
野
は
暮
れ
て
薩
摩
汁

灰
岡
美
穂
子

喪
の
家
の
夜
を
灯
し
て
虎
落
笛

平
岡
　
菊
江

教
会
の
鐘
に
山
茶
花
こ
ぼ
れ
け
り

松
浪
　
政
子

ぼ
て
ぼ
て
茶
友
と
い
た
だ
く
文
化
の
日

山
重
　
杵
子

鴨
一
陣
飛
び
立
つ
河
口
賑
は
い
ぬ

与
三
本
愛
子

広
報
写
真
さ
し
あ
げ
ま
す

広
報
わ
き
に
掲
載
さ
れ
た
写
真
を
無
料
で
さ
し
あ

げ
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
企
画
総
務
課（

蕁
52
―

２
１
３
５
内
線
３
１
１
）

和
木
町
臨
時
職
員
を
募
集

【
相
　
談
】
大
学
の
友
人
に
ホ
ー
ム

パ
ー
テ
ィ
に
誘
わ
れ
、
化
粧
品
や
更

に
化
粧
品
と
併
用
す
る
と
効
果
が
あ

る
と
い
う
健
康
食
品
の
購
入
を
勧
め

ら
れ
、
ま
た
、
会
員
を
増
や
す
こ
と

で
高
額
な
バ
ッ
ク
マ
ー
ジ
ン
が
入

り
、
月
収
数
十
万
円
も
夢
で
は
な
い

と
い
う
説
明
に
心
が
動
き
、
会
員
契

約
を
し
た
。
冷
静
に
考
え
る
と
自
分

に
は
勧
誘
・
販
売
と
い
っ
た
こ
と
は

出
来
そ
う
に
も
な
い
の
で
解
約
し
た

い
。

【
処
　
理
】
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期

間
で
あ
っ
た
の
で
、
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
を
助
言
し
、
通
知
書
の
書
き

方
・
送
付
方
法
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

会
員
等

に
、
新
し
い
人
を
勧
誘
す
れ
ば
利
益

が
得
ら
れ
る
と
誘
い
、
化
粧
品
、
健

康
食
品
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
機
器
等
の
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
の
購
入
を
負
担
さ
せ
る
販

売
方
法
を
「
連
鎖
販
売
取
引
」（
マ

ル
チ
商
法
）
と
い
い
、
若
い
人
が
ト

ラ
ブ
ル
に
遇
う
ケ
ー
ス
が
増
加
し
て

い
ま
す
。 消費者生活相談 

だよりVol.15

連鎖販売取引のトラブル

試
験
職
種
▼
事
務
職
・
・
・
若
干
名

勤
務
時
間
▼
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

賃
　
金
▼
５
、
２
０
０
円
／
日

（
健
康
保
険
、
厚
生
年
金
適
用
有
り
）

雇
用
期
間
▼
最
長
３
年
間

受
験
資
格
▼
昭
和
35
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
高
等
学
校
以

上
の
学
校
の
卒
業
者
、
ま
た
は
来
年

３
月
卒
業
見
込
み
の
方

パ
ソ
コ
ン
が
利
用
で
き
る
方

和
木
町
内
に
居
住
し
て
い
る
方
ま
た

は
居
住
予
定
の
方

受
験
手
続
▼
履
歴
書
１
通
を
企
画
総

務
課
庶
務
係
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

（
郵
送
可
）。

受
付
期
間
▼
12
月
12
日
豺
〜
１
月
13

日
貊

第
１
次
試
験
日
▼
２
月
５
日
豸

採
用
予
定
日
▼
平
成
18
年
４
月
１
日

問
合
せ
▼
企
画
総
務
課
庶
務
係

（
蕁
52
―

２
１
３
５
内
線
３
０
６
）

※

募
集
要
項
を
、
企
画
総
務
課
庶

務
係
（
役
場
２
階
）
で
用
意
し
て
い

ま
す
。

問
合
せ
▼

企
画
総
務
課
　
（
蕁
52
―

2
1
3
5
）

く
ら
し
の
相
談
員

岡
内
章
二
郎
　
（
蕁
52
―

5
8
6
8
）

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
蕁
0
8
3
―

9
2
4
―

2
4
2
1
）

中
に
は
、
商
品
販
売
実
績
を
あ
げ

た
成
功
者
の
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
に
誘
わ

れ
、
バ
ッ
ク
マ
ー
ジ
ン
の
シ
ス
テ
ム

に
心
が
動
き
、
ア
ル
バ
イ
ト
の
つ
も

り
で
頑
張
ろ
う
と
、
消
費
者
金
融
で

借
金
を
し
、
大
量
に
商
品
の
契
約
を

行
っ
た
が
、そ
う
簡
単
に
は
売
れ
ず
、

そ
の
結
果
、
商
品
と
借
金
が
残
っ
て

い
る
が
ど
う
に
か
な
ら
な
い
か
と
い

う
相
談
も
あ
り
ま
す
。

連
鎖
販
売
取
引
に
お
け
る
契
約
に

は
「
特
定
商
取
引
法
」
で
、
事
業
の

概
要
を
記
載
し
た
書
面
や
契
約
書
面

の
交
付
を
義
務
づ
け
て
お
り
、
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
は
契
約
書
面
を

受
領
し
て
20
日
間
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
法
改
正
に
よ
り
中
途
解

約
が
出
来
、
商
品
返
品
の
ル
ー
ル
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

連
鎖
販
売
取
引
は
、
金
銭
の
問
題

の
他
に
、
商
売
に
不
慣
れ
な
消
費
者

が
販
売
に
参
加
す
る
こ
と
で
事
業
者

と
な
り
、
被
害
者
が
加
害
者
に
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
で
す
。
ま
た
、
会
員

を
増
や
す
こ
と
で
得
る
報
奨
金
を
目

当
て
に
、
不
適
切
な
勧
誘
を
す
る
こ

と
に
な
り
が
ち
で
友
人
・
親
戚
等
親

し
い
人
間
関
係
を
悪
化
さ
せ
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。
儲
け
話
が
簡
単
で
な

い
こ
と
を
肝
に
銘
じ
契
約
は
慎
重
に

し
ま
し
ょ
う
。



16

不法投棄は犯罪です！

難
病
と
闘
ふ
友
の
手
を
握
り
「
必
ず
生
き
て
」

心
で
叫
け
ぶ

神
園
　
静
美

絵
手
紙
に
こ
も
る
優
し
さ
お
ほ
ら
か
に

励
ま
し
給
ふ
若
き
友
あ
り

近
藤
巳
津
子

山
里
の
秋
風
そ
よ
ぐ
夕
暮
れ
は

月
か
げ
恋
し
こ
ひ
し
き
君
よ

田
渕
ハ
ネ
子

久
々
に
大
正
琴
を
ひ
い
て
み
る

思
い
の
ま
ま
に
指
の
動
け
り

広
宇
次
信
子

数
々
の
名
器
は
あ
れ
ど
こ
の
世
に
は

自
然
の
奏
で
る
音
ぞ
魅
か
る
る

正
中
ツ
ヤ
子

山
茶
花
の
咲
け
ば
空
ゆ
く
白
雲
に

君
と
語
り
き
あ
り
し
日
浮
か
ぶ

森
本
　
初
子

み
ず
み
ず
し
芸
術
作
品
並
ぶ
ご
と

食
べ
る
も
お
し
き
懐
石
料
理

箭
野
　
賀
代

観
る
者
の
胸
に
掲
げ
よ
金
メ
ダ
ル

空
に
明
る
い
十
五
夜
の
月

横
川
美
代
子

咲
き
そ
め
し
金
木
犀
の
花
匂
ふ

残
暑
の
中
に
も
秋
の
気
配
す

大
野
　
千
尋

虫
害
に
あ
え
ど
た
が
わ
ず
四
季
め
ぐ
り

山
茶
花
芽
吹
き
う
す
紅
開
く

嘉
屋
　
笑
子

「
モ
モ
コ
」
ひ
く
旅
に
て
乗
り
し
水
牛
車

の
た
り
の
た
り
と
浅
瀬
を
渡
る

藤
上
　
紀
子

最近、和木町内のゴミステーションや林道に町外のごみや自己責任において処理

すべきごみが大量に捨てられていました。

不法投棄は、もちろん犯罪です。５年以下の懲役か1000万円以下の罰金が科せら

れます。

町としましても警察と連携を取り摘発に務めております。

不法投棄を許さないためにも町民の皆さんと協力し、不

心得者の進入を拒んでいかなければなりません。

そこで、「不法投棄されたごみを見つけた！」「不法投棄

した車を見た！」「不法投棄した人を見た！」などの情報を

警察や役場に連絡してください。

町民の皆さんのご協力をお願いします。

＜連絡先＞　　

岩国警察署　 （蕁110（蕁24―1110））

和木警察官駐在所　（蕁52―3549）

和木町役場　 （蕁52―2135 内線204）

その80

今年も後わずかになりました。年末の大掃除で出るごみは、収集日を確認し、早めに出すよう
にしましょう。

年末のごみ収集日（12月19日豺～30日貊の間）

○燃えるごみ　　　　　19日豺・26日豺・30日貊

○プラスチック類　　　20日貂・27日貂

○粗大ごみ戸別収集　　21日貉（事前に申し込みが必要です）

○ダンボール　　　　　22日貅

○金属不燃ごみ　　　　28日貉

○ガラス類　　　　　　24日貍

今年のごみは今年のうちに！
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平成17年11月1日現在 

総人口 6,676人 
 (＋2） 
世帯数 2,635世帯 
 （＋2） 
和木町の面積  10.56裄 

3,322人 　男 
(－2)

女 　3,354人 
(＋4)

和 木 町 の 人 口 ピ ラ ミ ッ ド

固定資産税……………………… 3期分

国民健康保険料………………… 6期分

介護保険料……………………… 6期分

町営住宅使用料……………… 12月分

今月の納期限は、12月26日です。口座振替

日も12月26日となりますのでご注意くださ

い。

今月の納税 年
末
年
始
の
休
み

和
木
町
役
場

12
月
29
日
貅
〜
１
月
３
日
貂

文
化
会
館

12
月
26
日
豺
〜
１
月
４
日
貉

総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

12
月
29
日
貅
〜
１
月
４
日
貉

図
書
館

12
月
29
日
貅
〜
１
月
４
日
貉

体
育
セ
ン
タ
ー

12
月
28
日
貉
〜
１
月
４
日
貉

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

12
月
29
日
貅
〜
１
月
３
日
貂

総
合
福
祉
会
館

12
月
29
日
貅
〜
１
月
３
日
貂

蜂
ヶ
峯
総
合
公
園

12
月
29
日
貅
〜
１
月
１
日
豢
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